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　町、町議会など町内８団体の主催による、新春町民の

集いが開催されました。

　主催者を代表して泉�町長より「当別町を取り巻く

環境は厳しいが、町民の皆さんの協力で当別町を住み

やすい、美しいまちにすることができる」と挨拶があ

り、各団体長や年男、年女の代表らによる鏡開きが行

なわれ、日本青年会議所全国会員大会アワードジャパ

ン2006でグランプリに輝いた当別青年会議所のほか、

叙勲者、農業者ら平成１７年に功績のあった町内の個人

や団体の紹介も行なわれました。

　会場となった総合体育館には、約700名の町民が参加

して年頭を祝いました。

　町総合体育館で今年の新成人を祝う第59回成人式が

開催されました。

　式では、新成人代表の坂本 圭さんと袴田美穂さんが

「日本や世界に目を向け、希望を持ちながら 自分の生

き方をしっかりと見つめて行きたい」と誓いの言葉を

述べました。

　式典は参加者自らによる実行委員会の企画で進行し

て、中学校卒業時の担任の先生からのお祝いメッセー

ジの朗読や、記念撮影などが行なわれました。

　今年の当別町内の対象者は266名で、うち188名が出

席し、晴れ着やスーツに身を包んだ参加者からは、懇

親パーティーの席で旧友との再会を懐かしむ声も聴か

れました。
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　商店街活性化センター「あえ～る」を会場に、当別

ポイントカード会によるアウルカード利用者の抽選会

が行なわれ、５千円札から１００円硬貨までの現金つかみ

どりを狙い、買い物客がガラポンを廻して挑戦しまし

た。中には、夫婦や親子そろって現金つ

かみ取りが当たる幸運の持ち主もお

り、「今年はいいことがありそう」と

の喜びの声がありました。

　抽選会場ではいも団子のおしる

この無料サービスもあり、多くの来

場者で賑わいました。

　石狩北部地区消防事務組合による当別消防出初式が

総合体育館を会場に、当別消防署員、消防団員、防火ク

ラブなど関係者約250名が参加して開催されました。

　泉�町長からは「地方自治体を取り巻く財政状況が

厳しくなっている現在、消防団員が大きな役割を果た

すことが期待される」と式辞がありました。

　また、日頃から町で防火、消防に携わる方の功績が

称えられての消防庁長官表彰の受賞報告、北海道知事

賞、北海道消防協会長賞などの伝達も併せて行なわれ

ました。
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　当別移住促進協議会が主催して、北海道外から当別

への移住者や移住を考えている人を対象とした「とう

べつ冬の生活フォーラム」が町保健福祉センター「ゆ

とろ」を会場に開催され、約30名の出席がありました。

　当別で楽しく冬を過ごしてもらおうと、冬道の歩き

方や自動車の運転のアドバイス、雪かき時に使う便利

な道具を実際に紹介しました。

　参加された方からは「教わった方法で、実際に雪かき

をしてみたい」「雪と親しみたい」など北国では面倒な

仕事を逆手にとって、冬を楽しもうとする声も聴かれ

ました。
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